
　

　　　　　

☆この後、ハートのクッ

キー♡も自分なりにも考えて

作るなどして、クッキー屋さ

んを楽しみました。でも、「い

ろんな形のクッキーも作りた

いな・・・」という思いがあるの

で、さらに遊びが広がり、深

まるよう遊びを支えていきた

いと思います。

どろんこだいすき！

１日（月） 交通安全教室（ぱんだ・きりん・らいおん組）

２日（火） おにぎり太郎さんと田植え交流（きりん・らいおん組）

５日（金） 親子遠足 （ぱんだ・きりん・らいおん組）

１１日(木） 内科健診 （ぱんだ・きりん組）

１５日（月） 子育てトーク 15日～26日 （あおらいおん・あからいおん組）

１６日（火） クラス懇談会 （ぱんだ組）

１７日（水） 運動遊び 栢野先生（りす・うさぎ組）

１８日（木） 内科健診ＰＭ （りす・あからいおん組）

環境整備作業 ＰＭ１８：００～１９：００

１９日（金） ふれあいデー （りす組）

２３日（火） 避難訓練

２５日（木） 内科健診ＰＭ （うさぎ・あおらいおん組）

運動遊び 栢野先生（ぱんだ組）

２６日（金） プール開き

２９日（月） 子育てトーク 29日～7/10 （りす組）

6月の よこたこども園 行 事 予 定
幼保連携型認定こども園 よこたこども園

よこたこども園だより
Ｎo.2 令和８年５月２０日発行

青：他園交流

緑：保護者参加

４日（木） マタニティサロンｉｎよこた支援センター

９日（火） にこにこトトロの楽校ｉｎよこた支援センター

２５日（木） 子育て講演会㏌よこた支援センター

２６日（金） 子育てひろばｉｎよこたこども園

６日（土） 子育て支援センター 開放日

８日（月） 子育て支援センター 休館日

２１日（日） 子育て支援センター 開放日

２４日（月） 子育て支援センター 休館日

よこた支援センター 開設時間

９：３０～１５：３０ （月～金）

≪今月の健診≫
５月２１日（木）

３歳児健診…令和４年９・１０月生

６月１１日（木）

１歳６ヶ月児健診…令和６年１０・１１月生

６月２５日（木）

１０・１１ヶ月検診…令和７年７・８月生

７・ ８ヶ月検診…令和７年１０・１１月生

４・ ５ヶ月検診…令和８年１・２月生

７月９日（木）

５歳児健診…令和３年４月～９月生

７月２３日（木）

３歳児健診…令和４年１１月・１２月生

６月のよこた子育て支援センター行事

7月の予定
１１日（土） 子育て教育相談AM

肥後功一先生

１７日（金） ふれあいデー （きりん組）

２９日（水） クラス懇談会 （うさぎ組）

よこたこども園の特色の一つとして、ふるさと（郷土）教育が今月から始まりました。

職員で水辺の周りの草やヘドロ取り、岩についた苔取りをして、安全に遊べる環境

を整えました。早速、１３日にあおらいおん・あからいおん組が行き、目を輝かせなが

ら遊ぶ子どもたちでした。また、「魚がおったけど捕まえれん。」「ここから、あっちに

跳べるかな？」など魚が捕まえたい！から考え、試すことを諦めずに繰り返す姿。ド

キドキするけど挑戦してみよう！とする姿などもたくさん見られました。これからも、

一人一人の“やってみよう！”の気持ちが増えていくといいなと思います。子ども達

は「また、行きたいな」「早くい行きたいな！」と楽しみにしていますよ。また、“水辺の

楽校”では、生き物を探し・触れ・観察したり、水辺の植物に興味をもったり、水の流

れる音、感触、水温などの様子を感じ・変化に気付いたりするなどたくさんの経験を

して欲しいと願っています。

たのしいこと、おもしろいこといっぱい！！幼保連携型認定こども園

よこたこども園

奥出雲町横田１１２５

TEL（0854）52-2296（20）

暖かな陽の光りを浴びながら、元気に戸外遊びを楽しん

でいる子どもたち。戸外でのびのびと体を動かして遊ん

だり、色々な場所に歩いて出かけたりしながら、春の自

然を体いっぱいに感じ、爽やかな風を肌で感じて、子ども

たちの興味関心に寄り添いながら、ゆったりと過ごしてい

きたいと思います。

5月の保育目標

「戸外でのびのびと遊ぶ」

砂場に、たくさんの砂が入ったり、赤土コーナーができたり、どろんこ遊びを

したくなる環境ができました。

入りたての砂や赤土の上を歩いて「砂の山だ！」「きもちい！！」「この泥、

フワフワしてる！」と感触を楽しみ、ダイナミックに遊ぶ子どもたち。そして、感

触を楽しんだ後は、穴を掘って遊ぶ姿やごちそう作りをする姿など、みんな

楽しそうに遊んでいます。 保護者の皆様には、お忙しいと思いますが洗濯

をよろしくお願いします。

まなびの芽

～令和８年度 保護者役員 紹介～

会長：安部 春香 副会長：廣田 駿二、細木 秀一

監事：膳棚 大剛、小早川 正直

クラス役員 ひよこ組 膳棚 大剛 （０歳児）

り す組 小早川 正直 （１歳児）

うさぎ組 松浦 紗綾 （２歳児）

ぱんだ組 峯石 光一郎 （３歳児）

きりん組 藤原 二郎 （４歳児）

あおらいおん組 川上 達也 （５歳児）

あからいおん組 藤原 昌樹 （５歳児）

一年間、よろしくお願いします。

泥遊びが大好きな、子供達。「光る泥団子を作りたい！」と繰り返し作ったり、「今

日は、ごちそうを作りたい！」と朝からめあてをもって園庭に向かう姿が見られたり

しています。 その中での、まなびの芽を紹介します。

そして、旧八川幼児園でも子どもたちは、のびのび遊んでいます。１４日に行ったきり

ん組・うさぎ組さんは、園庭の小川に入ったり、ししおとしの動きを見て音を聞いたり、

園庭でのびのびと遊びました。また、タイミングよく汽車が通過する時間帯で、「バイ

バーイ！」と手を振ると、乗客の方も手を振り返してくれました。

馬木・八川とも、よこたこども園では出来ない、自然体験！直接体験！をたくさんして

いけるよう、計画的に通いたいと思います。

前日作ったケーキが固まっているのを喜んだＡちゃんとＢちゃん。「よし！今日は、型から出

すよ。」と二人が遊び始めました。

Ａちゃんは・・・型に水をかけ、コテのような道具を使いながら裏返して、軽くたたいたり、押し

たりしながら出しました。そして、花を飾るなど可愛くデコレーションしました。

Ｂちゃんは・・・「私は、違うやり方でする！」と言うと、「水で濡らしてから木の棒を使う。」と木

の棒を、泥と型の間に入れて動かし始めました。そして、型を裏返しましたが・・・「できなかっ

た。」と、Ｂちゃん。保育教諭が、「いい考えだったのにね・・・。できなかったね。どうしたらいい

かな？」と声をかけると、考え始めたＢちゃんは、「あ！薄いヘラみたいなのでやってみたらい

いかも。」と考えました。そして、Ｂちゃんと保育教諭で道具を探し、保育教諭が木のマドラーを

提案すると「うん！いいかも！できるか、できないかはやってみないと分からないし！」と、言

いながら試しはじめました。すると、うまく型から出すことができＢちゃんは、嬉しそうに「でき

た！！」と喜びました。諦めるのではなく、めあてに向かって遊びながら気付いたり、考えたり、

試したりする姿が見られました。

また、友達と一緒なやり方をするのもいいですし、このように“自分はこうしてみたい”と自分

の思いを通す姿を大事にしたり、保育教諭がすぐに答えを出すのではなく子どもたちが考える

ことを待ったり、できなかったことを肯定的に受け止めることを大事にしています。

よこたこども園を開設して２か月がたとうとしています。木々の緑が一段と濃く

鮮やかになり、子どもたちにとっては外での活動がしやすい時期になりました。

こいのぼりがゆうゆうと泳ぎ、まさに子どもたちの笑顔がはじける絶好の季節で

す。

園では、これまでシイタケ植菌、たけのこ掘り、馬木での水辺活動、八川園舎を

使った流水や砂場遊び・木次線との出会い、地元での地域巡りや畑での畝造り

等々、園内活動とともに園外での様々なものとの出会いを大事にした活動を積

極的に展開してきました。そこでは子どもたちのはじけるような笑顔を見ること

ができましたし、身の回りの自然の移り変わりやささいな出来事にも敏感に反

応する子どもの姿を見ることもできました。

わたしたちは、子どもたちの健やかな成長に、園内外のどのような遊びや体験

が有効なのかを問い、地域や地域の人たちと深く関わることをも大事にしなが

ら保育・教育活動を進めていきます。

ところで、以前、子どもの自然・生活等における体験の効果について「体験が豊

富な子ほど豊かな心を育むことができる。例えば朝日の昇る光景や夕日の沈

む光景を見て「いいなあ」と感じた子どもは、電車等で席を譲る傾向が強い。」と

いった調査内容が公表されたことがあります。最近では、大谷祥平選手がごく

自然にゴミ拾いをする姿が大きく取り上げられたこともありました。大谷選手の

こうした姿はどこでどのように育てられたのでしょうか。他者を思いやる心をはじ

め気持ちをコントロールする力、やり抜く力等を非認知能力と呼びますが、子ど

もたち自身が安心して、主体的に関われる自然体験や生活体験がこの力を育

てるのに効果的だとされています。ただ体験させればいいというものではなく、

子どもたちが「おもしろい。おもしろそうだ。」と探求心をくすぐられるものと出会

わせられるかどうかだと思います。

こども園は一方では小学校へつながる認知能力の基礎部分をも育みながら、

子どもたちの将来に向けての成長にとって何が大事なのかを見極めつつ、豊

かな遊びをとおして、この二つの能力を年齢に応じたバランスを意識しながらの

取組をすることが大事なのではないかと考えています。

わたし達大人にとっては、子どもの健やかな成長が最大の関心事であり、喜び

でもあることは間違いありません。そのために何をすべきなのかを、みなさんと

一緒に探っていくことができればと思っています。

園長 福田充雄




